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データの蓄積とともに，データ取得技術や情報処理技術も進化しており，プローブデータに関しても

様々な研究が報告されている．本研究は，今後さらなる活用が予想されるプローブデータに関して，これ

までの研究の変遷と活用データの種類といった観点から既往研究を概観し，その中で明らかにされた検討

手法や課題を整理することで，今後のプローブデータを活用した研究・実務に寄与することを目的とする． 

本研究では，実務や研究に用いられているプローブデータの種類に着目し，年代別に研究内容の整理を

行った．研究の整理を通じてプローブデータ研究を大きく5つのテーマに分類し，年代別に取り組まれた

研究内容や使用データの変遷をまとめ，今後，プローブデータ研究において取り組むべき課題を整理した． 
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1. はじめに 

 

道路整備や交通計画を考える上で，道路上の交通の状

態や人々の交通行動を把握することは，非常に重要な要

素となる． 

従来，道路の交通状況把握は，実測による調査結果を

もとに表現されることが多く，調査の期間・範囲ともに

限定的な調査結果が用いられてきた． 

これに対して，交通行動や流動データなど道路交通に

関する諸情報を効率的，かつ，期間・範囲を拡大して収

集・分析する手法として，プローブデータの活用による

道路交通状況の把握が挙げられる．近年，プローブデー

タは実務の分野でも多岐にわたる活用がなされており，

今後もその活用と活用の高度化が期待されている． 

交通行動や流動データを継続的に収集するための調

査・観測手法に関しては，以前より様々な研究が報告さ

れている． 

これらの経緯に関して，日下部1)は，交通分野で行わ

れてきたデータ研究をニーズ先行型，シーズ先行型，デ

ータ先行型の3つに類型化している．このうち，データ

先行型に類型される研究に関しては，2000年ごろから，

交通管制データやプローブパーソン調査による行動デー

タなどの蓄積データの活用が模索されている．プローブ

データは，物流業者やタクシー，バス事業者において運

行管理を目的にGPSの搭載が進んでおり，これに伴うデ

ータを活用しようという試みが実験的に進められてきた．

このほか，デジタルタコグラフを搭載した商用車等から

得られるデータのデータベース化が進んでいる．いずれ

のデータも，ETCデータや交通系ICカードデータのよう

に料金収受を目的として収集されたデータ，運行管理や

ナビゲーションを目的として得られたプローブデータな

ど，業務等の本来の目的がある限り，時間的に継続的，

かつ自動的に収集されることが特徴的としている． 

データの蓄積とともに，データ取得技術や情報処理技

術も進化しており，プローブデータに関しても様々な研

究が報告されている．本研究は，今後さらなる活用が予
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想されるプローブデータに関して，研究の変遷と活用デ

ータの種類といった観点から既往研究を概観し，これま

でに明らかとなった検討手法や課題を整理することで，

今後の研究・実務に寄与することを目的とする． 

本稿の具体的な流れとして，第2章では，蓄積データ

の活用が模索され始めた2000年以降の研究を対象に，研

究の中で使用されているデータの種類に着目し，①初期

（2000年～2000年代中盤），②中期（2000年代中盤～

2010年代前半），③後期（2010年代前半以降）の3段階

に区分して各段階での研究内容を整理する．第3章では，

第2章で整理した③後期（2010年代前半以降）の研究に

おいて，特に多くの活用がみられる携帯電話等のGPSに

よるプローブデータ，ETC2.0プローブデータ，民間プロ

ーブデータの活用について特徴や課題を整理し，第4章

において，本研究における結論と今後の課題を述べる． 

 

 

2. 年代によるプローブデータ研究の分類 
 

(1) 初期（2000年～2000年代中盤） 

2000年代前半は，カーナビゲーション等の通信機器が

一般車両へ十分に普及しておらず，主にバスプローブや

タクシープローブ，車載型のGPSなどのプローブ情報が

用いられており，プローブデータの実用化に向けた基礎

的な研究が多く取り組まれている． 

田中ら2)は，プローブカーから得られた情報からリア

ルタイムに道路交通情報を提供するためのデータ変換と

して，マップマッチング手法や交差点間及び主要地点間

の速度データの作成方法について提案している．プロー

ブデータの収集に関する基礎的研究では，プローブカー

を用いた道路走行速度調査において，必要となるサンプ

ル抽出率の検討に関する石田ら3)の研究や，プローブデ

ータの収集頻度による推定交通情報の精度評価及び

VICSと同等程度の精度の実現に必要なデータ収集間隔

に関する山根らの報告4)がある．プローブデータの活用

可能性や有用性に関する研究としては，PHSの位置特定

機能を活用して，交通行動調査のために移動体通信シス

テムの利用が技術的に可能であることを確認した研究5)

や，細街路における通過交通を対象にプローブデータに

基づく分析と現地調査による分析の結果を比較6)するこ

とで，その活用可能性や有用性を示した研究がある． 

また，路線バスから得られるプローブデータやタクシ

ーデータの活用による交通状況把握の試みとして，交通

改善事業の評価7)やバス停停車挙動を考慮した一般車両

走行速度の推計手法の提案8)，バスプローブデータを利

用した時間信頼性評価9)，交通安全施策の効果検証に関

する報告10)がある． 

プローブデータを活用した予測モデルの構築や旅行時

間の評価に関する研究では，動的OD交通量や経路交通

量の推定11),12)，リンクコスト関数やOD旅行時間の推定
13),14)，経路選択行動に関するモデル分析15)といった研究

がなされており，ここでは，タクシープローブやプロー

ブパーソンによるデータが用いられている． 

プローブデータを想定したシミュレーションとして，

上杉ら16)は，対象区間を完全に通過するプローブ軌跡と

部分的に通過するプローブ軌跡を用いて，区間全体の旅

行時間の期待値と分散の推定結果の違いを検証している．

また，堀場ら17)は，プローブカーデータと車両感知器の

データに基づいて，経路交通量を推定する手法を定式化

するとともに，経路交通量の精度向上のための誤差修正

手法を提案している． 

この期間においては，バスやタクシーから得られるプ

ローブデータが多く用いられている．これらのデータは，

交通挙動が特異8)であり，経路情報に偏りが生じること

が懸念される．精度向上のため，一般ドライバーのプロ

ーブ情報やより多くのプローブデータの収集の必要性が

指摘されている12)． 

 

(2) 中期（2000年代中盤～2010年代前半） 

2000年代中盤以降は，2000年代前半に引き続き，タク

シープローブやバスプローブ，プローブパーソンによる

データを活用した研究が報告されている． 

この期間，タクシープローブを活用した研究として，

三輪ら18),19)は，名古屋地域のタクシープローブから得ら

れる各リンクのサンプル数のばらつきを考慮した上で，

観測旅行速度を用いてOD交通量の推定を試みているほ

か，各道路リンクでの通過頻度や必要サンプル数をモデ

ル化し，情報収集確率を最大とするプローブカーの最適

割り当てについて，検討を行っている．また，絹田ら20)

は道路工事をモデルケースとして，プローブデータから

得られる客観的な交通状況は，施工業者の工事計画に有

用であることを示しているほか，工事箇所を通過するド

ライバーに対して工事箇所の通過時間案内が有用である

ことを示すことで，ドライバーの行動が変容する可能性

が高く，渋滞対策の一つの手法として今後の重要な取り

組みであるとしている． 

バスプローブを用いた研究では，主要道路における所

要時間分布によるサービス水準の評価を行うとともに，

道路構造及び交通量，土地利用特性を指標に，所要時間

の速達性や信頼性に与える影響を把握した事例21)や，バ

ス路線における一般車のプローブ情報を補完する手段と

して評価している事例22)がみられる． 

プローブパーソンを活用した研究では，日ごとの経路

選択モデルに着目し，動的経路選択モデルの構築と検証

を行った研究23)や，リアルタイムな所要時間情報を反映

した高速道路と一般道の融合型管制システムの構築に関
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する研究24)がなされている． 

従来は，バスやタクシーといった特定の業態の車両，

または特定のモニターの移動行動より得られる行動デー

タを用いて，交通状況の把握や交通状態の推定手法が検

討されてきた．これらの手法については，前述のように

サンプルの偏りが懸念されるほか，サンプル数の確保に

ついてもその必要性が指摘12)されている． 

これに対して，2000年代中盤以降には，移動体通信の

技術向上やコスト低減を背景に携帯電話など，これまで

とは異なる通信機器を用いて取得されたデータによる研

究が取り組まれている．具体的には，携帯電話のGPSを

活用した経路分析に関する研究のほか，現在普及が進む

ETC2.0に関連する研究や民間プローブデータの活用に関

する研究が挙げられる． 

田中ら25)は，携帯電話のGPS機能を用いることで，大

量の行動実績データを簡便かつ継続的に取得できること

に着目しており，横田ら26)は，携帯電話のGPSの活用に

よる高頻度のプローブ情報の収集やオンラインでの処理

について述べている． 

ETC2.0に関連する研究として，畠中27),28)らは，DSRC路

側機とカーナビゲーションシステムによる路車間通信に

より，多様な条件下における車両挙動データの収集実験

を行い，ヒヤリハットの検出を試みている．さらに，シ

ステムの実用化に向けて都市内高速と都市間高速，一般

の幹線道路を対象にデータの収集実験を行い，道路種別

によって車両挙動データの蓄積距離が大きく異なること

を示している． 

自動車メーカーが提供するプローブデータを活用した

研究では，急減速データを活用して，交通安全施策の実

施前後における走行安全性の比較・評価を行った事例29)

や交通事故とヒヤリハットの関係性を分析し，道路交通

安全事業におけるヒヤリハットデータの活用可能性を検

討した事例30)がある． 

2000年代中盤～2010年代前半に活用可能性が注目され

た新たなデータのうち，携帯電話のGPS機能や民間プロ

ーブデータについては，経路情報や車両挙動など，具体

的な交通状況の把握が検討されており，その中で，精度

向上に向けた手法の検討25)やプローブデータのさらなる

活用可能性の検討29)の必要性に触れている．また，

DSRCを活用した路車間通信に関する研究は，実用化に

向けた実験的研究であり，現在普及の進むETC2.0の活用

に向けた基礎的研究として位置付けられる． 

 

(3) 後期（2010年代前半以降） 

2010年代前半以降は，プローブデータ関連の研究が大

幅に増加している． 

また，使用されるプローブデータの種類も従来からの

データに加えて，ETC2.0プローブデータや民間プローブ

データ，混雑統計®と多岐にわたっている． 
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図-1 土木学会及び交通工学論文集におけるプローブデータ 

   関連の論文件数 

 

2000年代前半から2010年代の前半かけて，多く活用さ

れてきたタクシープローブやバスデータについても継続

的に研究データとしての活用が図られており，清田ら
31),32)は，タクシープローブデータを用いて，東日本大震

災時に都区内で発生したグリッドロック現象について分

析している．このほか，タクシープローブデータから生

活道路の走行履歴を抽出し，街路特性や沿道特性が走行

速度に及ぼす影響を明らかにした研究33)や，過去に蓄積

されたプローブカーデータから構築した統計モデルとリ

アルタイムに得られた部分観測データからネットワーク

全体の交通状態を補完する提案に関する研究34)がある． 

バスデータを活用した研究としては，高精細かつ高精

度の走行軌跡の取得35)や急減速発生状況の分析36)に関す

る研究がある．また，バスプローブ（バスロケ）とデジ

タルタコグラフによるデータを併用した事例として，坂

本・赤羽ら37),38),39)による一般車両の走行軌跡及び交通状

況の推定に関する報告がある． 

この期間には，一般車両へのプローブ機能の普及を一

つの背景に，主にシミュレーションによる実験を通じて，

交通状態の推定手法に取り組む研究もみられている． 

瀬尾らは，車間距離計測技術とプローブカーによる移

動体観測に基づく交通状態の推定手法の構築40)や，移動

体観測によって収集されたデータに基づき流率密度関係

を推定する方法を提案41)している．このほか，交通状態

の把握に関する研究として，プローブカーによる突発事

象検出手法の提案42)や区間途中の流出入の影響を考慮し

た交通モニタリング手法の構築43)などの報告がある． 

2010年代前半以降は，携帯電話等のGPS，ETC2.0や民

間プローブから取得される情報を活用した研究が以前の

段階に比べて大幅に増加している．これらのデータは，

道路交通分野における実務の面においても多用されてお

り，次章より，データ種類別に研究の内容を整理する． 
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3. 近年多用されているプローブデータ 
 

(1) 携帯電話等のGPSによるプローブデータ 

近年，スマートフォンの普及が急激に進み，携帯端末

から得られるGPSデータの活用が進んでいる． 

ここでは，携帯電話などのGPS搭載端末より得られる

データ（位置情報）を活用した研究について，主に『デ

ータ活用に関する基礎的研究』『旅行時間（速度）の分

析に関する研究』『交通状態や交通行動に関する研究』

の観点からその内容を整理する． 

データ活用に関する基礎的研究として，マップマッチ

ングデータの精度に関する研究44)やスマートフォン端末

から得られる位置・速度情報等の精度検証及び渋滞の把

握に関する研究45)がある．このほか，スマートフォンよ

り得られる情報は，パーソントリップ調査等のプローブ

パーソン調査における活用も期待されており，GPSや加

速度センサから移動手段を判別する手法に関する研究
46),47)がなされている．また，スマートフォンなど多くの

端末に搭載されているBluetooth通信機能に着目した，旅

行時間（速度）に関する研究事例が報告されており，北

澤・荻原48),49)らは，MACアドレスを活用した旅行時間計

測ツールを開発し，一般道や都市高速道路でのケースス

タディを通じて，実運用における精度の確認を行ってい

る．このほか，Bluetooth通信については，通信時に発信

されるMACアドレスの検知確率の推定と精度検証に関

する研究50)も取り組まれている．  

交通状態の把握に関する研究として，瀬尾ら51)は，走

行中の車両から先行車両との距離を測定する車間距離測

定技術に着目し，交通流率や密度の観測・推定手法の性

質の定量的検証を目的として，都市高速道路に車間距離

測定プローブカーを投入した実験を行っている．実験の

結果，車両感知機より得られた真値に対して比較的偏り

の少ない車頭距離情報が得られており，得られた情報を

用いて推定された交通流率・密度についても良好な推定

精度を有していることを確認している．その上で，恒常

的な交通状況が確認されていない国内の一般道を主な対

象に，検討手法の有効性に触れている． 

交通行動に関する研究として，紀伊ら52)は，長期にわ

たって取得されたGPSによるプローブデータを用いて訪

問頻度分布パラメータへの空間精度，観測期間の影響を

分析し，交通行動モデルと訪問頻度分布から示唆される

モーダルシフト策に必要な施策を考察している．また，

佐々木ら53)は，首都高速道路の利用動態把握を目的とし

て，首都高利用判定ロジックを構築し，走行実態調査よ

り得られたデータから同ロジックを用いたデータ抽出に

よる検証を行うとともに，同ロジックによる首都高利用

推定台数と車両感知器の断面交通量との時間帯別での推

移を比較し，その抽出ボリュームの妥当性を検証してい

る．検証結果を踏まえ，首都高速道路の利用動向の把握

に関する今後の展開として，ETC2.0や民間プローブなど，

多様なプローブデータを参照することで，母集団の拡大

による統計的な精度向上など，利用動向把握の高度化を

指摘している． 

このほか，野口ら54)は，「混雑統計®」を用いた自動

車ODの抽出手法の構築を試みており，構築した手法に

ついて，自動車分担率の影響の小さい地方部（福島県浜

通り地方）と自動車分担率の影響を考慮した都市部（広

島都市圏）をケーススタディに検証を行っている．福島

県浜通り地方での検証では，既存ODのトリップ数に比

べて検討手法によるトリップ数が小さく，距離帯別の拡

大係数を用いることで既存ODに近似するOD表が推定可

能であることを示している．また，広島都市圏における

検証では，トリップ数・断面交通量ともに既存ODと検

討手法の間に高い相関関係があることを示している．一

方，自動車交通量推計への適用にあたって，いずれの検

証においても公共交通の利便性による影響が見られてい

ることを指摘しており，プローブデータのみによる自動

車ODの抽出手法に対する課題が示唆されている． 

携帯電話等のGPS搭載端末より得られるプローブデー

タは，研究・実務の両面でその活用が図られており，移

動手段の判定技術の高度化や複数のスマートフォンアプ

リによるプローブデータの統合化が図られることで，プ

ローブデータのさらなる有効活用が期待できる． 

 

(2) ETC2.0プローブデータ 

ETC2.0では，サービスの提供と同時にETC2.0搭載車両

の経路情報や速度情報などの走行履歴を収集しており，

道路交通状況の把握や道路交通に関する各種施策の展開

に役立てられるとともに，その活用に関して，様々な研

究が取り組まれている． 

2011年より，高速道路上を中心に約1,600カ所でETC2.0

対応の路側機（ITSスポット）によりETC2.0サービスが

提供されている． 

道路上を走行する車両との路車間通信を行う路側機に

ついて，金澤ら55)は，旅行速度調査におけるプローブデ

ータ活用の観点から，道路管理者のニーズに応じた効率

的なITSスポットの配置について述べている．既存のITS

スポットで，プローブデータを取得可能な最大カバー圏

域を算出し，このうち旅行速度調査で必要とされるデー

タサンプル数を満足する圏域を特定し，カバー率を算定

するとともに，市区町村の重心（役所位置）にITSスポ

ットを設置したと仮定して，一般道路を対象に所要のプ

ローブデータが得られるカバー圏域を設定している．道

路管理者によるリクワイアメントを踏まえ，以上の検討

により，高速道路に加えて道路交通センサスの対象道路

以上の幹線道路において旅行速度が把握可能となる，

第 56回土木計画学研究発表会・講演集

 4



 

 

ITSスポットの追加配置を概略的に示している．また，

鈴木ら56)は，特殊車両の通行経路把握を目的として，特

殊車両通行許可データを用いた指標「経路把握可能道路

率」により，現状及び路側機追加配置時の通行経路の把

握水準を算出している．結果として，現状の経路把握水

準が不十分であること，直轄国道上に路側機を追加配置

する場合には，900箇所程度への配置以降は，通行経路

の把握水準が大きく向上しないことを明らかにしている． 

ETC2.0プローブデータは，車両走行軌跡による経路情

報が取得可能という特徴があり，経路情報に着目した研

究も複数存在している． 

例えば，鈴木ら57)は，ITSスポットから収集されるプ

ローブデータにより作成される推定走行経路と，特殊車

両通行許可制度による許可証データから作成される規定

走行経路を照合する手法に関し，実験車両のプローブデ

ータを用いて，複数手法の比較・検証を行い，許可条件

等違反の車両の抽出に関する「違反走行抽出率」や違反

判定の正確性を示す「判定正解率」を算出している．平

井ら58)は，ETC2.0プローブデータの走行履歴情報を利用

して，個々の車両の休憩行動を含むトリップ行動のデー

タベース構築手法を検討している．休憩行動抽出に際し

ての走行履歴情報の特性や定量的な休憩行動を把握する

とともに，基礎分析を通じて車種構成の偏り（普通乗用

車への偏り）や日跨ぎのトリップの不生成など，ETC2.0

プローブデータ利用の留意点に関する知見を整理してい

る．ETC2.0プローブデータを活用した休憩行動に関して

は，このほか，高速道路上のパーキングエリアへの立ち

寄り車両の滞在時間について分析した三好ら59)の研究が

ある． 

経路情報以外にETC2.0プローブデータを活用した事例

として，道路整備効果の検証や速度低下の要因分析，渋

滞通過時間の把握などの研究がある．例えば，成嶋・葛

西ら60),61)は，ETC2.0から得られる速度データとトラフィ

ックカウンターから得られる交通量を用いて，暫定2車

線区間における速度変動状況や要因を分析しているほか，

常磐道の暫定2車線区間を対象に追従時間率，追従車密

度の指標を用いて交通サービスの考察を行っている． 

ETC2.0プローブデータの活用においては，対応車載器

が普及途上であり，車種別や時間帯別等の構成比率など

に偏りが生じている可能性が指摘61)されており，対応車

載器の普及率の向上が課題として挙げられる． 

これに対して，車種や時間帯を補完する目的で，他の

プローブデータとの併用により交通行動などを分析した

報告は見当たらず，今後検討すべき事項と考えられる． 

そのほか，ETC2.0プローブデータの活用に関する基礎

的な課題として，道路交通情報の収集，物流車両支援等，

サービスと整合的な路側機配置箇所の検討，及び効率的

な追加配置箇所等の検討56)，走行経路情報の判定や日跨

ぎトリップの扱い，データクレンジング60)に関する内容

が指摘されている． 

 

(3) 民間プローブデータ 

民間プローブデータの特徴として，旅行時間（速度）

や急減速挙動データが取得可能な点が挙げられる．これ

らのデータを活用して，実務分野を中心にケーススタデ

ィによる実証を交えながら，旅行時間（速度）や時間信

頼性，交通安全に関する研究がなされている． 

鈴木ら62)は，民間プローブデータと道路交通センサス

における交通量データに基づく時間帯別旅行速度の簡易

予測式を検討するとともに，ケーススタディによる時間

帯別旅行速度及び整備効果の算出を行っている．算出の

結果，簡易予測式を用いた道路整備効果分析への適用可

能性が高いことを示している． 

渋滞交差点に対する検討として，神野63)らは，旅行速

度データと交通量データを利用した需要交通量推計方法

を提案し，単独ボトルネック対策の場合と連続してボト

ルネック対策を実施する場合のそれぞれに対して，評価

区間を設定している．また，橋本ら64)は，道路区間間の

渋滞と非渋滞との関係を利用し，渋滞の起点となるボト

ルネック交差点とその影響範囲の特定方法を提案してい

る．提案手法について，実務において実際に選定された

主要渋滞箇所を事例に検証した結果，ボトルネック交差

点とその影響範囲を簡便に把握できることを示している． 

時間信頼性に関する研究として，関谷65)らは，実際に

観測されたプローブデータを用いて，仮想的にプローブ

データが取得できていないことを想定した標本データセ

ットを作成し，そこから算定される旅行時間信頼性指標

の標本値と真値との差を分析している．分析においては，

複数のDRM区間で構成されるOD区間を対象に，旅行時

間のばらつきの大きな区間と小さな区間の2区間を分析

対象とし，一定の信頼度で旅行時間信頼性指標を算定す

るために必要となるプローブデータの取得日数について

比較を行っている．以上より，旅行時間のばらつきの大

きな区間では，必要なデータ取得日数は多くなるほか，

欠測区間長割合が大きくなると，必要なデータ取得日数

は増加する．また，評価対象日数が増加すると，必要デ

ータ取得日数割合（データ取得日数／評価対象日数）は

概ね減少するといった知見を得ている． 

急減速挙動のデータを用いた研究として，道路整備事

業における効果計測や交通安全面における現状把握の指

標として活用されている事例がある． 

例えば，菊地ら66)は，従来の死傷事故率による評価に

比べて短期的に大量のデータが収集でき，即効性のある

効果計測が可能な指標として，急減速挙動発生回数及び

急減速発生時の速度や減速度を提案しており，交通安全

対策事業を事例に対策効果の発現を示している． 
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地域の交差点における危険性について，大柳ら67)は，

交通事故データと急減速挙動のデータを用いて，交差点

における危険性を分析している．交差点の形成経緯別に

分析結果を比較し，生活道路が幹線道路の形成や拡幅に

より分断されてできた交差点において，事故発生件数や

急減速発生回数の頻度が高く，交差点形成の経緯が事故

発生の危険性に影響していることを示唆している． 

民間プローブデータを活用した研究では，タクシープ

ローブなどを用いて検討されていた交通状態やODの推

定といった研究はほとんどみられず，道路整備に伴う効

果計測や渋滞状況及び事故危険性の把握など，実務的な

アプローチによる事例がみられている． 

 

 
図-2 各テーマ別に使用されたプローブデータ 

 

第 56回土木計画学研究発表会・講演集

 6



 

 

4. おわりに 
 

本稿では，数多くあるプローブデータ研究の中から論

文集に発表されている研究を対象に，研究のベースとな

っているプローブデータの種類別に，年代を分けて研究

の内容を概観した． 

プローブデータを活用した研究は，大きく次のように

テーマ分類されると考える． 

 

テーマ1：プローブデータ活用に関する基礎的研究 

・・・路側機の配置検討など 

テーマ2：旅行時間（速度）に関する研究 

・・・時間信頼性の評価など 

テーマ3：交通状態や交通行動に関する研究 

・・・交通流率や密度の把握，ODの推定など 

テーマ4：経路分析に関する研究 

・・・細街路における通過交通の把握など 

テーマ5：交通安全に関する研究 

・・・急減速挙動の把握による対策効果検証など 

 

プローブデータ研究における初期の段階では，タクシ

ープローブやバスプローブなど，特定のプローブデータ

を用いて，プローブデータ活用のための基礎的な研究や，

旅行時間（速度），交通状態・交通行動といったテーマ

を中心に研究が進められている． 

中期は，初期に引き続き，タクシープローブやバスプ

ローブを活用しながら，テーマ3を中心とした研究がみ

られる．また，この期間における新たな研究として，

ETC2.0プローブデータや民間プローブデータを活用した

研究が取り組まれている． 

後期に入ると，道路交通の実態把握を目的に，普及の

進むETC2.0プローブデータや民間プローブデータが盛ん

に活用されている．また，利用者数が急激に増加したス

マートフォンなどの携帯端末から得られるGPS情報を活

用した研究も進められている．これにより，初期の頃に

指摘されていたプローブデータの偏りも改善していると

考えられる． 

一方，携帯端末によるGPS，ETC2.0，民間プローブな

ど，普及の進むプローブデータの活用においても，プロ

ーブデータ相互での情報補完による統計的な精度向上に

ついて、指摘53)されている． 

異なるプローブデータの併用によるデータ母体の強化

は，現実に即した道路交通状況の把握や推計手法の確立

を目指す上で，その有効性を検討する意義があると考え

る．特に地方部では，都市部に比べて取得されるデータ

量も限られることから，地方部におけるプローブデータ

活用の展開を図る中で，データ取得件数の向上は重要な

課題の一つといえる． 
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40) 瀬尾亨，日下部貴彦，朝倉康夫：車間距離を計測するプ
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41) 瀬尾亨，日下部貴彦，朝倉康夫：車両軌跡に基づく流率
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46) 松島 敏和・橋本 浩良・高宮 進：スマートフォンによるプ

ローブパーソン調査の高度化に向けた移動手段判別手法

の開発，土木学会論文集 D3，vol.71，No.5，pp.I_547-I_558，
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55) 金澤文彦，田中良寛：旅行速度調査でのプローブデータ

活用を考慮した ITS スポットの配置に関する研究，第 33
回交通工学研究発表会論文報告集，pp.393-399，2013. 
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宏：ETC2.0 プローブデータを活用した都市間高速道路に

おける休憩行動実態把握，交通工学論文集，第 3巻，第 4
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66) 菊地春海，岡田朝男，水野裕彰，絹田裕一，中村俊之，

萩原剛，牧村和彦：道路交通安全対策事業における急減
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